
2005年 10月 27日中央環境審議会大気環境部会「自動車排出ガス総合対策小委員会」ヒアリング 
＜発言原稿骨子＞林功（全国公害患者の会連合会幹事） 
 
削減計画の成果が出てきている今こそ、根本的な解決にむけた取り組みを！ 
---大阪での現状と取り組みから（大阪公害患者の会連合会事務局長および大阪から公害をなくす会事
務局長の立場から）、自動車公害対策と被害者救済を考える--- 
 
1．大阪の自動車排ガス総量削減計画は、やっと成果が出てきている 
あまりに長い時間を要したとはいえ（ちなみに、政府がNO2環境基準を緩和したさいに 7年後の 1985
年に上限値を達成すると約束しましたが、その約束は 20年以上先送りされたことになります） 
2年（平成 15年度、16年度）続けて 
NO2は、一般環境大気測定局全局で環境基準を達成 
浮遊粒子状物質（SPM）は、一般局だけでなく道路沿道の自動車排出ガス測定局でも環境基準を達成 
NO2と SPMは、それぞれの年平均値や環境基準の上限を超えた日数なども徐々に減少 
但し 
NO2は、自動車排ガス局で環境基準未達成局あり 
光化学スモッグの原因となるオキシダント濃度はひきつづきすべての測定局で環境基準未達成 
 
2．しかし、環境濃度が改善傾向にある一方で、ぜん息患者が増えつづけている 
 
3．大気汚染公害の根本的な解決にむけた取り組みは、これからが正念場 
 
全体の傾向が改善にむかっても、地域によって状況は異なる 
局地汚染対策は待ったなし 
 
NO2対策 
やっと環境基準の上限値が視野に入ってきた、今こそ下限値にむかう対策を 
ゾーン内の非悪化原則を守り、すべての地域で 0.04ppm以下の実現を 
 
粒子状物質 
より細かい粒子（PM2.5など）の対策を急ぐこと 
 
ダイオキシンやベンゼンにつづいてアスベスト（石綿）対策が後手にまわっていることがいま大問題

になっている、粒子を構成する重金属や有害化学物質対策を 
 
地球規模の大気汚染（地球温暖化ガス）を視野にいれ、 
自動車「排ガス」総量削減計画から、「自動車」総量規制に踏み込んだ計画を 
 

以上 










